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核医学センターのご紹介特集

　当院核医学センターでは SIEMENS 社製の

Symbia E (SPECT 装置 ) を使用し、様々な核

医学検査を撮像しています。主に骨転移検索

に骨シンチや、認知症やパーキンソン症候群、

レヴィー小体病の鑑別に脳血流シンチやドパ

ミントランスポーターシンチ (DAT)、神経交

感神経シンチ (MIBG) などご紹介いただいて

います。

　核医学検査は、形態を画像化し診断する

CT 検査や MRI 検査と異なり、体内に投与さ

れた放射性医薬品の分布や集積量、経時的

変化の情報から、臓器や組織の形態だけでな

く、機能や代謝状態などを画像化し評価する

ことができます。また、定量評価を行うこと

ができ、骨シンチでは解析ソフトを使用する

事で、骨転移の定量化を行い、経時的変化を

より詳細に評価する事ができます。脳血流シ

ンチでは健常者の脳血流量と比べる事で、わ

ずかな血流低下を解析ソフトで評価し、認知

症の鑑別に役立ちます。

　有用な検査ではありますが、核医学検査と

いう名前や放射線医薬品を体内に投与するた

め、放射線被爆を心配される患者様もいらっ

しゃるかと思われます。ただし、放射線医薬

品は半減期の短い放射線同位元素を使用す

るため、核医学検査の被爆量は 0.2 ～ 8mSv

と、多くて胸部単純 CT 検査１回と同程度で

す。また、副作用の頻度も極めて少なく、発疹、

嘔気、顔面紅潮、掻痒感などの報告はありま

すが、放射線の影響ではないことが確認され

ています。

　安心して核医学検査を受けていただき、よ

りよい核医学診療を提供できるように努めて

まいります。

核医学センター長

伊
いとう

藤 加
かなこ

奈子
専門分野
画像診断一般
専門医・所属学会など
日本医学放射線学会放射線診断専門医
日本医学放射線学会研修指導者
検診マンモグラフィー読影認定医
日本核医学学会　　
PET 核医学認定医
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核医学センターのご紹介特集

◆貴院のアピールをお願いします
　昭和 52 年に嘉島に開院以来、リハビリテーショ
ンを中心とした後方支援型病院として、貴院にも
大変お世話になってきました。平成 27 年６月の新
築を機に、リハビリ機能の充実はもちろんのこと、
スポーツメディカルセンター（SMC）を開設いた
しました。SMC は、約 6000 人 / 年に受診して頂
き、診断や保存療法はもちろん、前十字靭帯再建術、
人工関節置換術を中心とした手術も年約 800 件実
施しています。また外傷障害予防にも積極的に取
り組んでおります。

◆先生の趣味・お勧めスポットを教えて下さい
　趣味はバスケットボールです。競技は中学から
バスケットをはじめ、38 歳の社会人チームをやめ
るまで継続しました。現在は熊本ヴォルターズの
チームドクターや熊本県バスケットボール協会副
会長として、バスケットボールの発展に少しでも
貢献できればと思っています。他は、ラーメンを
食べ歩くこと、温泉に行くこと、学会の時その土
地ゆかりの観光地、食事を堪能することです。お
すすめスポットはヴォルターズの試合会場です。
会場でお待ちしています。

◆当院へのご要望をお聞かせ下さい
　当院は地域連携の中で、貴院のような急性期病院
を支えることで存在意義が出ると思っております。
また整形外科や神経内科的な疾患はもちろんですが、
それ以外においても貴院の指示を忠実に遂行できる
と自負しております。貴院の方針に沿った後方支援
治療を行い、また当院で治療困難な症例を診ていた
だく、相互協力体制をぜひとも確立したいと思って
おります。これからも熊本回生会病院を何卒よろし
くお願い申し上げます。

【診療科目】
　リハビリテーション科　整形外科　内科　
　循環器内科　脳神経内科　外科　
　麻酔科（宮本千里）　放射線科　歯科・口腔外科

【診療受付時間】
　[ 平日] 8：30 ～16：00　[土曜 ] 8：30 ～11：00

【休診日】
　日曜、祝祭日

【住所】
　〒 861-3193 熊本県上益城郡嘉島町鯰 1880

【TEL】096-237-1133　 　【FAX】096-237-2252
【HP】
　http://www.reha-kaiseikai.or.jp/

院長  鬼
おにき

木　泰
やすなり

成

メディフィット回生会

手術室（BCR）

リハ回診

診察をする鬼木医師
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形成外科（No.8）医学シリーズ
No.291

最近のトピックス

腋
えきしゅうしょう

臭症と腋
えきかたかんしょう

窩多汗症について

国立病院機構熊本医療センター
形成外科副部長
顔面外傷センター長

　　束
つ か の

野　哲
て つ し

志 　

1 腋
えきしゅうしょう

臭症とは
　腋

えきしゅうしょう

臭症は一般的に “ わきが ”と言われている疾患で
す。原因は汗腺の一つであるアポクリン腺の分泌亢進
です。その汗に含まれる脂質・タンパク質が皮膚表面
の細菌により分解され特有の臭いを放ちます。アポク
リン腺の発達・腋臭症の発生には遺伝的素因、性ホル
モン（思春期から発症）、腋毛の量、精神的素因（スト
レスや緊張など）等が関係していると言われています。

2 腋
えきしゅうしょう

臭症の診断
　腋

えきしゅうしょう

臭症は自身では気づかず、周囲から指摘され初め
て気づくことがあります。また、逆に軽度の臭いでも悩
みすぎる場合もあります。診断基準は無く、第３者（診
察医等）による判断が主体となります。当院では 15 分
程度ガーゼを脇に挟んでいただき、診察医および看護
師が確認しています。

3 腋
えきしゅうしょう

臭症の治療
①保存的治療
　腋毛の処理や制汗剤も効果があります。医薬品とし
て塩化アルミニウム溶液やエクロックゲル ® があります

（保険適用）。レーザーによる脱毛、イオン導入法、マ
イクロ波等も効果がありますが保険適用外となります。

②手術療法
　適応となるのは臭いが強い場合です。軽度の場合は
後述の合併症等もあり手術はお勧めしていません。ま
た単に汗の量が多い「多汗症」は治療が異なります。
　腋

えきしゅうしょう

臭症の手術は脇の皮膚を切開し、アポクリン腺を

剪
せんとう

刀で皮膚の裏側から切除する方法（剪除法）が最も
よく行われています。従来法として腋毛の範囲を切除し
て縫縮する方法があります。いずれも保険適用で手術
ができます。他にも切除用の特殊な器械を用いる方法
がありますが、基本的には保険適用外となります。
　手術により９割以上の方は臭いが気にならなくなり
ますが、完全に臭いがなくなるわけではありません。
手術の合併症としては、皮膚の下に血の固まり（血腫）
ができ、皮膚が壊死してしまうことがあります。予防
のため術後は安静、圧迫が重要となります。また、術
後数カ月の間は皮膚の引きつれ（拘

こうしゅく

縮）や色素沈着な
どが生じます。６カ月ほどかけて徐々に改善しますが、
傷痕（瘢

はんこん

痕）が残ることがあります。腋毛の減少も認
めます。

4 腋
えきかたかんしょう

窩多汗症
　多汗症は腋

えきか

窩に限らず手掌、足底等に限局したり全
身性であったりします。腋

えきしゅうしょう

臭症との大きな違いは原因
が汗腺の一つであるエクリン腺であることです。エクリ
ン腺からの汗は必ずしも臭いがあるわけではありませ
ん。そのため治療法としては胸部交感神経切除やブロッ
ク、ボトックス® 注射（Ａ型ボツリヌス毒素）となります。

毛根、汗腺、脂腺を切除
した状態。皮膚はかなり
薄い。

術直後の状態。
皮膚のずれを防止するた
めにアンカー縫合を行っ
ている。

腋毛の範囲をマーキング
切開する２か所は皺線に
合わせる。

腋臭症の手術
えきしゅうしょう
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臨床研修医

中
なかしま

島　陸
りく

　こんにちは。研修医１年目の中島陸と申します。佐賀大学医学部

を卒業し、４月より熊本医療センターにて初期研修をさせていただき

早２ヶ月が経とうとしております。 

　私はまず消化器内科から研修をスタートしました。これまで学ん

できた病院とは違う病院ということで、病院自体に慣れるまでにも

とても時間がかかったように思います。それに加えてカルテの使い方

すらわからず、多くの方にご迷惑をおかけしましたが、指導医の先

生方をはじめ、病棟スタッフなどのコメディカルの方々がその都度丁

寧に教えてくださり、大変ながらも楽しく研修させていただいていま

す。消化器内科では採血、内視鏡、ERCP など多くの手技を経験さ

せていただきました。特に腹部エコーは毎日多くの患者さまを検査さ

せていただき、非常に勉強になりました。また、患者さまについて

のプレゼンテーション、回診、オーダー、文書作成などの病棟業務

も数多く経験することができ、非常に有意義な研修となりました。

　また、週に１回程度のペースで救急外来での当直もさせていただい

ております。こちらもまだ不慣れではありますが、研修医２年目の

先生方、救外のスタッフの方々にご指導いただきながら救急のファー

ストタッチについて勉強させていただいています。救急当直と内科研

修を同時に経験させていただくことで、素早く必要な診察を考えて

行うことと適切なアセスメントを行うことのどちらも学ぶことがで

き、大変有意義に感じております。

　まだまだ不慣れなことが多く、ご迷惑をおかけすることもあるか

とは思いますが、皆様のお役に立てるように２年間の研修生活でよ

り多くのことを学び精進して参りたいと思っております。これから２

年間どうぞ宜しくお願いいたします。 

臨床研修医

岩
いわさき

崎　太
たいよう

陽

　こんにちは。研修医1年目の岩崎太陽と申します。山梨大学医学

部医学科を卒業し、4月より熊本医療センターにて研修をさせていた

だいております。

　新社会人としての生活がスタートし早1ヶ月半が経ちました。学生

時代の生活と比較すると、慣れない業務や責任の違いなどで帰宅し

てからすぐに就寝してしまうほど疲れてしまう日も多いですが、その

分充実した日々を送らせていただいております。

　今は血液内科を回らせていただいております。

　初めの1週は分からないことだらけで、診察や治療方法だけでな

く、病棟のルール、入院から退院までの流れなど覚えることが多く

あり、なにをするにも苦戦していました。

　しかし先生方、看護師さんをはじめ多くの方の支えによって、少し

ずつ成長することができています。3,4週目になり仕事にも慣れると、

自分の視野が広がり、周りをみることができるようになってきて、回っ

ている診療科の魅力、面白さを実感できるようになりました。

　また救急外来では週に１回程度のペースで当直もさせていただいて

おります。24 時間断らない救急を実践している国立病院の救急外来

では学びが多く、上級医の先生や 2 年目の研修医の先生、スタッフ

の方々のご指導により毎回のように新しい学びがあり大変充実して

います。

　これからも様々な診療科で研修をしていく中で、一人の医師として、

病院や患者さまの力になれるよう精進してまいります。たくさんのご

迷惑をおかけすると思いますが、今後ともご指導ご鞭撻のほどよろ

しくお願いします。

臨床研修医

甲
か い

斐　裕
ゆうこ

子

　こんにちは。研修医1年目の甲斐裕子と申します。広島大学を卒

業し、4月より熊本医療センターで初期臨床研修をさせていただいて

おります。地元である熊本に戻り、新たな環境でのスタートに不安も

大きかったですが、周りの方々にサポートしていただき充実した研修

医生活を送っています。

　4月より各診療科での研修が始まり、私は最初に外科を回らせて

いただきました。初めはカルテの使い方、処方・オーダーの入れ方、

入院から退院までの流れ、病棟での業務などわからないことが多く、

何もできない自分の無力さを痛感する日々でした。そんな私に指導

医の先生や 2 年目の研修医の先生方、スタッフの方々が丁寧にご指

導してくださり、大変感謝しております。

　外科の研修では毎日手術に入らせていただき、幅広く多くの手術

について学んでおります。また緊急手術の際などに腹腔鏡のカメラ

持ちを担当させていただき、難しさを感じながらも先生方からの指

導を受けながら上達できるよう精進しています。また、手術だけで

なく周術期の病棟管理についても関わらせていただき、大学ではあ

まり学ぶことができなかった部分なので日々勉強し理解できるよう

努めています。

　研修医生活が始まりまだ日も浅いですが、周囲の方々からのサポー

トのありがたさを実感しております。まだまだ慣れないことも多くご

迷惑をおかけすることもあると思いますが、これから2 年間の研修

の中で多くのことを学び、医師としての基盤を築いて参りたいと思っ

ております。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
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2023 年 7月　研修のご案内
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令
和
５
年 

７
月
外
来
担
当
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国
立
病
院
機
構
熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー

熊本医療センター
地域医療連携センター長

菊川　浩明

診療科 月 火 水 木 金

総合医療センター
（内科）

総合診療

　辻　隆宏
　國友　耕太郎

吉村　文孝
久保﨑　順子　

　辻　隆宏
　國友　耕太郎

吉村　文孝
久保﨑　順子　

　辻　隆宏
　國友　耕太郎

吉村　文孝
久保﨑　順子　

　辻　隆宏
　國友　耕太郎

吉村　文孝
久保﨑　順子　

　辻　隆宏
　國友　耕太郎

吉村　文孝
久保﨑　順子　

血液 河北　敏郎
杉谷　浩規

　原田　奈穂子
中村　貴久

古川　翔大
井上　佳子

日髙　道弘
河北　敏郎

　原田　奈穂子
窪田　晃　

糖尿病・内分泌 西川　武志（午前新患）
西田　周平（午前再診）

西田　周平（午前新患）
西川　武志（午前再診）

　 西川　武志（午前新患）
 井手口　拓弥（午前再診）

　 木下　博之（午前新患）
 最勝寺　芙美（午前再診）

 井手口　拓弥（午前新患）
　 木下　博之（午前再診）

呼吸器センター 名村　亮　
原　英記（院内コンサルト）

小野　宏　
熊大医師（院内コンサルト）

小野　宏　
原　英記（院内コンサルト）

名村　亮　
原　英記（院内コンサルト）

小野　宏　
原　英記（院内コンサルト）

感染症内科 小野　宏　 小野　宏　 　小野　宏　　
腎センター（腎臓内科） 梶原　健吾 吉井　隆一 中村　朋文 　東　大樹 富田　正郎

腫瘍内科 　榮　達智 　榮　達智
礒部　博隆

　境　健爾
（第 1・第 3・第 5 木曜のみ） 　榮　達智

消化器病センター
（消化器内科）

診察
1 診 　石井　将太郎 　杉　和洋 　杉　和洋 　杉　和洋 向坂　健佑
2 診 松山　太一 中田　成紀 　石井　将太郎 松山　太一 中田　成紀
3 診 山本　祐弥 向坂　健佑 佐々木　大尭　 楠本　周平 佐々木　大尭　

内視鏡

午前
中田　成紀
向坂　健佑

佐々木　大尭　

松山　太一
佐々木　大尭　

山本　祐弥

松山　太一
山本　祐弥
楠本　周平

中田　成紀
　石井　将太郎

向坂　健佑

　石井　将太郎
山本　祐弥
楠本　周平

午後

中田　成紀
向坂　健佑

佐々木　大尭　
楠本　周平

　石井　将太郎
松山　太一
山本　祐弥
楠本　周平

中田　成紀
松山　太一
山本　祐弥
楠本　周平

中田　成紀
　石井　将太郎

向坂　健佑
佐々木　大尭　

　石井　将太郎
松山　太一
山本　祐弥

腹部超音波 　杉　和洋 楠本　周平 向坂　健佑 山本　祐弥 　杉　和洋

心臓血管センター
（循環器内科）

新患 木村　優一
山村　智　

奥野　佑樹（隔週）　　
玉野井　俊介（隔週）　　　 片山　哲治 田山　信至 藤本　和輝

再来 田山　信至
白尾　友宏 藤本　和輝 山村　智　 奥野　佑樹

玉野井　俊介　
片山　哲治
木村　優一

（心臓血管外科） 手術日 岡本　健　 田中　睦郎 手術日 岡本　健　

精神・神経科
初めての方

2 回目からの方

小児科

診察 水上　智之 渡邊　優　 水上　智之 水上　智之 渡邊　優　
免疫 水上　智之 水上　智之 水上　智之
血液 右田　昌宏 右田　昌宏

アレルギー 渡邊　優　 緒方　美佳

外科 　東　孝暁
　　　　日髙　香織（隔週）

水元　孝郎
松本　克孝
中村　健一

岩上　志朗 宮成　信友
松石　梢　

久保田　竜生　
丸野　正敬

脳神経センター
（脳神経外科）

中川　隆志
大塚　忠弘 手術日 田嶋　恒三

大塚　忠弘 中川　隆志 伊東山　剛　　
大塚　忠弘

（脳神経内科）
1 診 　幸崎　弥之助 田北　智裕 　髙松　孝太郎 小阪　崇幸 津田　幸元
2 診 　髙松　孝太郎 小阪　崇幸 津田　幸元 　幸崎　弥之助 田北　智裕

整形外科

午前
福元　哲也
福田　和昭
寺本　周平

手術日

福元　哲也
前田　智　
福田　和昭

手術日

前田　智　
中馬　東彦

午後
福元　哲也
福田　和昭
寺本　周平

大島　慶久 満瀬　葉介
中馬　東彦

泌尿器科 前田　喜寛
矢野　大輔

菊川　浩明
鮫島　智洋
村上　栄敏

担当医
（手術日）

（紹介のみ）

前田　喜寛
矢野　大輔

　　東　俊之介

菊川　浩明
髙橋　えりか　/　担当医

産婦人科 髙木　みか
坪木　純子

山本　直　
　匂坂　紗乃代 手術日 髙木　みか

坪木　純子
山本　直　

　匂坂　紗乃代

感覚器センター
（眼科）

榮木　大輔
幸野　理久
中西　美穂

（手術日）
榮木　大輔
幸野　理久
中西　美穂

（手術日）
榮木　大輔
幸野　理久
中西　美穂

感覚器センター
（耳鼻咽喉科） 手術日 上村　尚樹

寺田　夕希 手術日 担当医 上村　尚樹
寺田　夕希

感覚器センター
（皮膚科）

初診（紹介あり） 中原　智史 牧野　公治 石橋　卓行
担当医

（手術日）

　　　　    哈　斯塔（ハスタ）
再診

（初診 その他）
中原　智史
石橋　卓行

牧野　公治
　　　    　哈　斯塔（ハスタ）

中原　智史
石橋　卓行

牧野　公治
　　　　    哈　斯塔（ハスタ）

難治性皮膚疾患治療センター 月・水・木のみ、午前 10 時～、1 日 1 例限定　詳細は、熊本医療センター皮膚科 Web サイトをご覧ください。

形成外科

（ 午　　　後 ） （ 午　　　後 ）

手術日

（ 午　　　後 ） （ 午　　　後 ）
大島　秀男

（リンパ浮腫外来）
束野　哲志
　堺　菜穂
蓮田　敏也

担当医
（紹介のみ）

大島　秀男
束野　哲志
　堺　菜穂
蓮田　敏也

大島　秀男
　堺　菜穂
蓮田　敏也

放射線科
治療（予約制） 冨髙　悦司、　吉村　文博

画像診断 根岸　孝典、　浅尾　千秋、　伊藤　加奈子、　井上　聖二郞、　神戸　あゆみ、　吉村　文博、　吉松　俊治

麻酔科 宮﨑　直樹
（術前診察 / 麻酔相談）

（午前のみ）
　　瀧　賢一郎

（麻酔相談）
緩和ケア外来 礒部　博隆 礒部　博隆 礒部　博隆 礒部　博隆 礒部　博隆

歯科
口腔外科

中島　健　
谷口　広祐
天本　晋輔
上田　夏野

中島　健　
　　　　谷口　広祐（隔週）

中尾　美文
　　　　天本　晋輔（隔週）

上田　夏野

谷口　広祐
中尾　美文
天本　晋輔
上田　夏野

中島　健　
谷口　広祐
天本　晋輔
上田　夏野

中島　健　
谷口　広祐
中尾　美文
天本　晋輔

救命救急センター

櫻井　聖大
渋沢　崇行
橋本　聡　
松本　克孝
山田　周　

　國友　耕太郎
吉村　文孝
深水　浩之
杉野　大樹
大本　寛之

櫻井　聖大
渋沢　崇行
橋本　聡　
山田　周　

　國友　耕太郎
久保﨑　順子　

深水　浩之
杉野　大樹
大本　寛之

櫻井　聖大
渋沢　崇行
橋本　聡　
松本　克孝
山田　周　
深水　浩之
木村　文彦
杉野　大樹
大本　寛之

櫻井　聖大
渋沢　崇行
橋本　聡　
松本　克孝
山田　周　
深水　浩之
杉野　大樹
大本　寛之

櫻井　聖大
渋沢　崇行
橋本　聡　
山田　周　
深水　浩之
宮内　大介
杉野　大樹
大本　寛之

看護外来
ストーマ 認定看護師 認定看護師 認定看護師 認定看護師
がん看護 認定看護師 認定看護師 認定看護師 認定看護師 認定看護師

移植後フォローアップ 担当看護師 担当看護師 担当看護師 担当看護師 担当看護師
薬剤師外来 がん化学療法 薬剤師 薬剤師 薬剤師 薬剤師 薬剤師

（注）担当医は都合により変更することがあります。    手術日はお待たせする場合もございますので、御了承ください。             　R5/7/1
8


